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少年は手を離せ、目を離すな  
本日、２月３日（金）は「節分」です。そして、明日の４日（土）

は二十四節気の「立春」になります。旧暦では、１年の始まり

は、立春からと考えられ、そのため、節分や八十八夜など季

節の節目の行事は、立春を起点として定められています。又、

日本には、七十二候(しちじゅうにこう)という 72 の季節

の表記もあり、季節ごとの鳥や虫、植物、天候などの様

子が 72の時候の名前になっており、きめ細かな季節の移

り変わりを感じることができるとのことです。その七十

二候によると、２月４日頃は「東風
はるかぜ

凍り
こお   

を解く
と  

」（気温があたたかくなってきて、東風（はる

かぜ）が、氷を解かし始めること）」と言われるようです。いよいよ春の暖かい足音が聞こえ始

めました。春は間違いなく近くまでやってきています。 

進路決定を控える３年生ですが、１月下旬から私立高校の入試結果が届いている日々です。

残り１ヶ月で、県立高校の前期選抜となります。自分を信じる気持ちをさらに強く持って、努力を

続けてほしいと思います。 

 さて、見出しに記載しました言葉は、子育て四訓と言われているものの一節です。本来は、下記

の４つの言葉で構成されています。 

   ＜子育て四訓＞ 

乳児はしっかり肌を離すな      幼児は肌を離せ、手を離すな 

少年は手を離せ、目を離すな     青年は目を離せ、心を離すな     

 この中で、「少年は手を離せ、目を離すな」は、中学校の時期を指しているのだと思いま

す。中学生の時期は、家族、友人、地域など、他者との関わりの中で、社会性が育つ時期

です。そういう意味では、しっかりと手を離して活動範囲を広げてやる必要があります。 

 一方、この時期は、成長とともに、親に反抗したり心が不安定になったりする時期です。

このことは、親や友人に「自分を向いてほしい」いうメッセージを送っているのかもしれ

ません。 

 昨今、スマホやゲームのやり過ぎで睡眠時間が少なくて学校に来れない、学習意欲が減

退してしまうという事例が報告されており、残念ながら塩川中でも全くないわけではあり

ません。スマホやゲームが楽しいことは十分わかっていますが、使い方を間違えると脳へ

の影響が大きいというデータもでています。スマホ等の利用についても、思春期の大事な

時期だからこそ、お子さんとしっかり向き合い、目を離さず、成長させることを心掛ける

時期として親子で話し合っていただければと思います。 

昨日、２日（木）に入学説明会を行い、６年生及び保護者の方々に塩川中に来ていただ

きました。６年生は誰もが目をキラキラさせて４月から自分が通う校舎や教室、先輩達の

姿を眺めていました。素敵な３年間を過ごしてほしいですね。保護者の方々には、学習や

部活動、スマホ、ゲームについて、親子で話し合ってほしいとお願いをしました。新たな

ステージに向かうために、今後も、手を離し、目を離さないようお願いいたします。 



 

ウイルソンビル市とのオンライン交流会を行いました  
 １月２７日（金）、塩川中音楽室でウイルソンビル市の方々とのオンライン交流会が行われました。

喜多方市と姉妹都市となっている米国ウイルソンビル市の方々とのオンライン交流でしたが、本

校からは、音楽部員と生徒会役員が参加しました。 

 まず、本校の音楽部が米国国歌、塩川中校歌を披露しました。高音域がよく発声されていて素

晴らしいとお褒めの言葉をいただきました。 

 続いて、生徒会役員が順番に学校紹介を英作文にて行い、制服の説明、勉強科目の説明、給

食や清掃、マイランチデーなどの説明を行いました。日本の学校文化について、知らなかったこと

が多かったのか、興味を持って聞いていただきました。 

 ４５分ほどの短い時間でしたが、アメリカの方々との交流は生徒達にとって、たいへん刺激にな

ったようです。生徒達からは、「機会があればウイルソンビルに行きたい」という声が上がったほど

です。 一人でも二人でもぜひ、実現してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から届いた記事です 


